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〇 中学校（ 2 ）年   教科等（ 理科 ） 

 

○ 「自ら学ぶ子どもの育成」に向けて、この単元で付けたい力 

（教科等でつけたい力） 

・動物は、光や音などの外界からの刺激を受け取る感覚器官が発達しているということを、ヒトの体を

中心に理解する力。 

（学校図書館等の活用でつけたい力） 

・たくさんの資料の中から、最適な資料を選び、そこから情報を収集し、まとめる力。 

 

○ この単元における学校図書館を活用した情報活用能力の育成に向けて 

●情報収集…目的に応じて資料やタブレット端末で調べ、必要な情報を集める。 

●整理・分析…複数の資料の中から、最適な資料を自分で選び、その情報をまとめる。 

●まとめ・表現・発信…個人でまとめたものを班で１つの資料として整理し、発表する。 

 

○ 学習の展開（全７時間）（学校図書館等を活用した時間は☆印にて記入してください） 

                   （単元の流れを簡潔に記入してください） 

第１時 ・外部から受ける刺激を感じ取るしくみについて理解する。 

第２時 ・感覚器官のつくりやはたらきについて整理する。 

第３時 ・伝達した刺激から、反応するまでの時間について実験する。 

第 4 時 ・意識して起こす反応と無意識で起こる反応について比較し整理する。 

第 5 時☆ ・人体の骨格をはかって描く。 

・人体の骨格について図書館で調べて、まとめる。 

第 6 時 ・調べたものを発表する。 

・各班で発表したものを比べる。 

第 7 時 ・ヒトの運動のしくみについて理解する。 

         

 

 （本時 ５／７時） 

☆学校図書館等活用（本時）の学習  

本時のねらい 

・自分たちの骨格が実際はどのようになっているのかを図書館で調べてまとめる。 

単
元
名 人体の骨格について調べる 

 



学習展開 

時間 

(分) 
主な学習活動  指導上の留意点 

 

５ 

 

 

 

・前時の復習 

１．本時のねらいを知る 

 

 

 

 

 

 

２．予想をたてる        【班活動】 

・人体骨格の予想を模造紙に書き加える。 

・メジャーや定規を使って、長さを調べて実際の 

長さで骨格を記入していく。 

 

 

３．情報活用          【班活動】 

・本やインターネットを使って人体の骨格について 

調べ、正しい骨格を記入していく。 

・班で１枚情報カードを記入する。 

 

 

 

 

〇情報共有 

・各班１人が模造紙を持って、完成した骨格図 

を共有し、ふりかえる。 

 

・前時の活動から本時の学習について見 

通しを持てるようにする。 

・事前に市立図書館から資料となる本を 

借りておく。 

・情報カードの記入の仕方を説明する。 

 

 

・作業分担（骨格を書く、長さを測る） 

を明確にさせる。 

 

 

 

・予想で書いた骨格とは違う色のペンで

調べた実際の骨格を書き加える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 

 

５ 

 

 

・次回の授業内容を確認する。 

 

・次回の授業では模造紙に書いた骨格

図に、名前や特徴などを記入し、発表

させる。 

 

 

【写真】実際の骨格を調べる活動    

       

 

 

「人体の骨格について」 

・用意した本の紹介をする。 

・本やインターネットから必要な情報を選択させる。 

・情報カードを班で１枚配布しカードに、使用した

本やインターネットなどの情報を記入させる。 

図書館活用 

ポイント 


